





































































































































































































































































































































































































































































???、? 、? 、? 、??????
図2　DSSのフレーム
な評価尺度に基いた指標から構成される。
（d）　コミュニケーションシスァム
??????? ???
　意思決定者が，組織内の他部門や他組織とコミュニケーションを行うた
めのシステムであり，例えば，電子メールや個別問題毎の通信ボード等が
あげられる。
（e）　レポーティソグシステム
　意思決定者がDSSを用いて得た情報をレポートにまとめあげるシステ
ムで，作図・作表機能等を含む。
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（f）知識ベース
　これはデータの分析結果や解釈が集積された知識データ・ベースであり，
知識表現はIF一，　THEN一．という形式でデータを格納するプ冒ダクシ
ョソ・システムをはじめ，意味ネットワーク，フレーム，スクリプト等が
開発されている。意思決定者が暗黙のうちに前提や仮定として用いる，い
わゆる常識としての知識はこのなかに格納される。
（9）　　推論工ンジンノ
　知識データ・ベースと連動し，解決しようとする問題に応じて知識の探
索を自動的に行うシステムである。近年，多値論理に基くFUZZY推論
システム等が積極的に開発されている。
（h）AIツール
　ここには，HSP，　Prolog，　Small　Talk等の人工知能向言語やニエキスパ
ートシェル等が入れられる。システムを構築しようとする際に必要となる
ツールを内容とする。
（i）検索システム・外部データ・ベースインターフェイス
　意思決定者が組織外の各種外部データ・ベースの中から必要なデータを
検索し，これをDSSに取り込むシステムである。この中には，データの
所在情報と検索方法が含まれる。
（」）　コミュニケーション・インターフェイス
　組織内外の通信ネットワークとDSSを接続し，物理的に円滑なコミュ
ニケーションを図るための通信システムであり，このインターフェイスを
媒介とし，DSSのコミュニケーションシステムが機能する。：更に，組織
内の定型業務を処理するEDPSシステムとの接合もここを媒介とする。
（k）マン・マシンインターフェイス，学習システム
　これは，意思決定老がDSSの情報処理技法に煩わされることなく，　D
SSを使いこなすことを可能にするシステムであり，意思決定者がDSS
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との対話を通じて必要な情報を取り出すことができるようなインターフェ
イスシステムである。この部分でのコミュニケーション媒体は自然言語が
中心となるので，知識ベースと推論エンジンがこのインターフェイスを支
えることになる。更にDSSは意思決定者との対話を通じて学習し，知識
ベースを更新してゆける様に学習のメカニズムが組みこまれていなければ
ならない。
　DSSを構成する諸要素は相互に連動しながら意思決定者の要請に応え
てゆくことになるが，“幻のDSS”とならぬようにするには，今後解決
されてゆかねばならない次に挙げる多くの経営組織上の課題や技術的課題
が残されているといってよいであろう。
（1）膨大な個別情報を迅速に正確に収集・処理できるシステムでなけれぽ
　ならない。意思決定者が必要とする情報は，時間の経過と共に急速に劣
　化してゆく性質をもっているので，情報処理に要する時間は短ければ短
　いほど良いといえる。意思決定者の問題に関する関心は次々にダイナミ
　ックに変化してゆくことが一般的である。そのダイナミックスに対応し
　てゆけるかどうかがDSSの有効性を決定する。
②　意思決定者が対象としている問題について，これをモデルとしてまと
　めあげてゆく機能を支援するシステムが内包されていなければならない。
　問題認識から問題の解決策を発見する一連の問題解決過程で，意思決定
　者はまず問題の構造を推定し，追加情報と自らの知識に基ずいてイメー
　ジシミュレーションを行いながら問題構造の精度を高めてゆく。この過
　程を支援するには，定性的な知識を蓄積し，推論を可能とする情報シス
　テムでなければならない。更にモデルの構造を決定する前提・仮定を柔
　軟に組替えることができるシステムでなけれぽならない。
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　　かつて問題の構造化に当たっては典型的な各種のモデルが開発されて
　きたが，必ずしも有効に利用されたわけではない。そして常に言われ続
　けてきていることは，得られた結果以上に重要なのはモデル開発のプロ
　セスであり，このプ＃セスで得られた共通の知識に基づく問題認識こそ
　が重要な成果であるということである。しかし，多くの場合このプロセ
　スで現れる知識は，暗黙の了解となってしまう。
　　DSSの目的に照らしてみるならば，意思決定老の問題意識を基にし
　た問題の構造化が要請されるわけであるから，すでに確立されたモデル
　へ無理に問題を当てはめてしまうことは重大な誤りを起こしかねない。
　問題の構造を推論してゆくプロセスそれ自体が明示化される情報システ
　ムが求められているといってよい。
　　これらの課題に対する技術的な要請から，DSSと認知科学・知識工
　学は密接な接点を持ってきている。
㈲　一般に情報システムの有効性が認められるのは，ある程度情報の蓄積
　がでぎてからである。知識ベースにしてもその内容が有効性を持つよう
　になるまでにぱ，少なからぬ投資を必要とする。開発のコストをどこま
　で負担でぎるかでシステムの有効性が大きく左右される。
（4）DSSは各組織階層の個別意思決定者を対象としているが，組織内に
　おいても競争・協同原理が働いていることが一般的であるから，データ
　や情報の相互利用について，その利用範囲に一定の制約を設けておかな
　けれぽ，有効なシステムにはなりえない。
（5）人間の情報処理についても，まだ解明されていない部分が数多くあり，
　例えば，勘やパターン認識，学習等の側面で人間に備わっている能力と
　同等のことを計算機に期待するのはまだまだ無理があり，DSSも段階
　的な発展が望まれる。
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　DSSの現状は，それぞれの構成要素について研究が精力的に展開され
ている段階で未解決の課題が数多く残されている。
　DSSは組織の各意思決定者に対し，彼の外部環境認識を助け，外部環
境への働きかけを効果的・効率的に行うことを支援すると同時に，組織内
のコミュニケーションネットワークを通じて組織の活性化をはかろうとす
るコンピュータ技術をベースとした情報システムである。DSSの構築は
上に挙げた企業組織を取り巻く環境の変化，情報技術の進展によるインフ
ラストラクチャーとしての社会的情報処理システムのハード・ソフト両面
の発展により急速に実現されつつあるといってよいであろう。特に近年，
人工知能関連技術の研究が進み，その成果を取り入れた実験的なシステム
が登場しつつある。
　本稿では，企業組織の中で戦略的計画が各組織階層において相対的に重
要になってきているという背景を踏まえ，意思決定支援システムのフレー
ムについて考察した。現在，DSS分野は，人工知能分野と接点を保ちな
がら急速な発展を遂げているが，現段階では，可能性と限界を模索しなが
ら多くの実験的な試みがなされている最中である。
　今後は，本フレームに基づき個別の構成部分に着目し，それぞれの可能
性を詳細にみてゆきたい。
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（1）　オペレーションズ・リサーチ，Vol．30，　No．9特集DSS，日本オペレー
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（2）実態については“高度情報社会の業際展望”経済企画庁総合計画局を参照
（3）実態については“情報サービス産業白書1986”（社）情報サービス産業協
　　会，“ニューメディア白書昭和61年版”日本経済新聞社参照
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　　中でAIの限界が示唆されている。
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